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議長 浦島 成友

新年、あけましておめでとうございます。組合員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えの
こととお喜び申し上げます。日頃より電機富山地協の活動に対しまして、ご理解とご協力を賜り厚く御
礼申し上げます。
昨年、私たちを取り巻く環境を振り返りますと、長期化しているロシア・ウクライナ問題と新型コロ

ナウィルス感染が引き起こした、物価やエネルギーコストの高騰など、年当初から家計を苦しめる状態
で、それは高止まりのまま1年が過ぎました。一方、新型コロナウィルスは、昨年春に5類相当に扱いが
変わり、人の往来が大きく改善し、サービス業や旅行業は活性を取り戻しました。海外経済の影響が出
始めた企業もありますが、企業業績も概ね良好と評価できる状態ではなかったかと思います。
2023闘争では大きく賃金改善も進み、また最低賃金も政府の方針も加わり大きく前進を見ました。
いよいよ2024生活改善闘争が始まります。賃上げの機運は高まったまま、如何に持続するかが注目されています。

連合も「ステージを変える」をキーワードに、昨年までの賃金改善の流れを継続し、経済の活性を呼び企業業績を高め、
所得向上や消費を高め、元気な日本を取り戻す時代の幕開けを示唆しています。電機連合も想いは同じであり、昨年をは
るかに上回る賃金改善の指標を掲げる予定としており、我々労働組合を預かる者にとっては身の引き締まる年になると思
われます。
アフターコロナ，ジェンダー平等，多様性などなど、我々の課題はたくさんありますが、ひとつのきっかけやチャンス

と捉え、本年も富山地協は組合員の安心安全を目指し、加盟組織のつながりや人と人とのつながりを大切に活動を展開し
てまいります。昨年国内を盛り上げた野球やラグビー、バスケットボールのようにチーム精神をお手本に、また干支であ
る“辰”のごとく大きく飛躍したいと思います。組合員の皆様におかれましてもご支援、ご協力をお願い申し上げます。
皆様がご健康で幸多き年となりますことをご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。
本年もよろしくお願い申し上げます。

副議長 横田 雄治 副議長 大﨑 大輝

副議長 後藤 肇副議長 川瀬 浩

あけましておめでとうございます。
ジェンダー平等政策部会を担当しておりま
す北陸電気工業労働組合の大﨑です。
この部会は今期より『男女平等政策部会』

から名称を改め『ジェンダー平等政策部会』
となりました。
誰もが活躍できる社会を実現するために

は、私たち一人ひとりが自分自身や周りの
人々に対して、ジェンダーに基づく偏見や
差別をなくすよう努めることが必要です。各組織におかれまし
ても、男女がともに仕事と生活の調和を図りながら、性別や年
齢にかかわらず一人ひとりの持つ能力や個性が発揮できる職場
作りを目指した取り組みをお願いいたします。
今年も各部会と青年・女性委員会のメンバーと力を合わせ、

皆様のためになる取り組みを進めてまいりますので、ご支援・
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

謹んで新年のお慶びを申し上げます。労働対
策部会を担当しておりますＴＰＳＵ砺波支部の
川瀬です。
今年の干支は辰（たつ）です。
「辰」は陽の気が動いて万物が活気づくことを
象徴しています。新たな年を迎えると同時に、
春闘の取り組みも本格化する時期となります。
一昨年から続く物価高やデフレ経済からの脱却
を背景に「政労使」による賃上げの機運が昨年
以上に高まっています。
私たち労働組合はこの追い風を受け、辰年に相応しい活気に満

ちた交渉を展開し、組合員の幸せにつながるよう昨年を上回る回
答を引きだすことを目指しましょう。
結びに今年も皆さまとご家族が健やかに過ごせますよう、心よ

りお祈り申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。
共に力を合わせて頑張りましょう。

あけましておめでとうございます。昨年に引
き続き、政策・制度部会を担当しますＴＰＳＵ
魚津支部の横田です。
昨年は、新型コロナウイルス感染症も第5類

に移行され、一旦、落ち着きを見せているもの
の、一昨年から続く物価上昇、気候変動など、
私たちを取り巻く生活環境はこれまで以上に厳
しさが増し、不安やストレスを抱えながらの生
活が余儀なくされました。また、ロシアによる
ウクライナ侵攻に続き、イスラエル、パレスチナ問題など、世界
経済に影響を及ぼす不安な状況であります。人道的な対応含め早
く終息することを願います。
さて、政策・制度部会では、雇用の安定と公正労働条件の確保

を基本に取り組みを推進していきたいと思いますので、皆様の活
発なご意見を宜しくお願いします。また、選挙活動に於いては電
機連合の方針に基づき、連合富山と連携し取り組んで参りますの
で皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

あけましておめでとうございます。福祉・
共済部会を担当しております副議長のコー
セル労働組合の後藤です。組合員の皆様に
おかれましては健やかに新年をお迎えのこ
ととお喜び申し上げます。
昨年末の共済会議は、一昨年に引き続き

リアルとＷＥＢでの開催が出来ました。多
数のご参加ありがとうございました。
けんこう共済の一律加入が浸透し、13組

合中、9組合に導入されております。無保障者をゼロにするた
めにも是非とも導入のご検討をお願いいたします。
こくみん共済coopのマイカー共済については、割引率が
30 ％ →25％になりましたが、まだまだ、民間の損害保険に比
べると可処分所得向上が見込めます。先ずは組合員の方に見積
もりしていただきますようお願いいたします。
各労組におかれましては、中長期目標であります電機共済の

加入率40％に向けて、2024年も共済の推進活動にご理解、ご
協力のほどよろしくお願いいたします。
本年もどうかよろしくお願いいたします。



女性委員長 伊藤 結（TPSU砺波支部）

青年委員長 入江 仁（北陸電気工業労組）

書記 末村 夏子

明けましておめでとうございます。昨年に
引き続き、青年委員長を務めさせて頂きます
北陸電気工業労組の入江と申します。
昨年度は沢山の方々に行事へ御参加頂きま

して、ありがとうございました。昨年は青年
委員会研修会では「大阪造幣局工場見学」、
合同のつどいでは、「ミニ運動会」と対面で
のイベントを実施することができました。4年
ぶりの対面イベントで労組間の交友関係を広
げる良い機会となったと思います。
今年はアフターコロナとして対面、非対面の両方の良さを取り

入れ労組間の交友を深めて頂けるような企画を実施したいと考え
ていますので、御指導、御鞭撻の程宜しくお願い致します。
本年も皆様のますますのご健康とご多幸を心よりお祈り申し上

げ新年の挨拶とさせていただきます。

新年明けましておめでとうございます。
昨年度に引き続き女性委員長を務めさせ

ていただきます、TPSU砺波支部の伊藤と申
します。
女性委員長を務めて早2年が経過致します

が、まだまだ未熟ではありますので今後とも
皆様のご協力およびご指導のほど、よろしく
お願い致します。
昨年度は新型コロナウイルス感染症の5類

引き下げもあり、女性セミナーでは「能作」
での鋳物製作体験、青年・女性合同つどいで
は4年振りに「ミニ運動会」を開催致しました。多くの方に参加し
ていただいたことで大変賑わった企画になったのではないかと思
います。皆様方におかれましてはこのような企画を通して、組合
員同士の交流を深める良い機会となっていましたら幸いです。
最後になりますが、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げ、

新年の挨拶とさせていただきます。本年もよろしくお願い致しま
す。

新年、明けましておめでとうございます。
今年も宜しくお願いいたします。
昨年より少しずつですが、リアルでの会議

や各種イベント等の復活の兆しが見られ、多
くの方にお会いする機会が増え、嬉しく思う
今日この頃です。移動時間等の面を考えれば、
Webでの会議等の参加は、大変便利で気軽に
参加いただけるツールですが、やはり顔と名
前を覚えることができ、コミュニケーション
も取りやすい対面での大切さを身に染みて感じています。親睦
も深まるような気もします。
今年度もいろんな会議や研修、イベント、行事等、各役員が

企画してくださると思いますので、是非ともリアルでご参加い
ただき、電機連合富山地協をますます盛り上げていただきます
よう、宜しくお願い致します。

特別常任幹事 浜守 秀樹（連合富山 会長）

電機連合富山地協の皆様に謹んで新年の
ご挨拶を申し上げます。
早いもので、連合富山 会長に就任して２年

が経過しました。電機連合富山地協からの選
出ということで、高い志を持ちながら日々奮
闘しております。
連合富山では、第37回定期大会において

「2024－2025年度の活動方針」を確立しま
した。今日の時代背景を照らしあわせ「創る」
べきこと、変化する環境下であっても「守る」
べきこと、「参加型の組合活動」の継承により「つなぐ」べき
ことを基本的な考え方とし、皆さんと共に運動を推進していき
たいと考えています。未来にも安心が続く、持続可能な社会を
めざし、引き続き、「社会」「暮らし」「職場」に共通する政
策制度の改善を一層進め、組合員のサポート体制を充実させる
ことで、運動をさらに推進してまいりますので、皆様のご理解
とご支援をお願い申し上げます。
私たちが求める「働くことを軸とする安心社会」の実現に向

けて、引き続き、電機連合富山地協の加盟組織の皆様の一層の
ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。本年も皆様に
とってご多幸でご健勝であられることを祈念申し上げ、新年の
挨拶といたします。

新年明けましておめでとうございます。
本年も宜しくお願いいたします。
事務局長の大森です。昨年は、富山地協と

して3年ぶり、4年ぶりと言ったリアル開催の
イベントを復活させてきました。その中で、
沢山の皆さん方に各種イベントにご参加いた
き、有難うございました。
今年度は、従来の活動に加え、加盟組織の

皆さんのご意見を伺い、多様性をお互いが認
め合いながら、新たな活動にも果敢に挑戦し
ていきたと思います。そして、加盟労組の皆様に頼りにされる富
山地協にしていきたいと考えています。
本年も富山地協の活動に対しまして、皆様の変わらぬご支援、

ご協力をお願い申し上げるとともに、加盟組織の皆さん方が、
日々安心な生活が送れる事、そして組合員及びご家族にとって幸
多き年でありますよう心からご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とい
たします。

事務局長 大森 仁



11月17日（金）に青年委員会研修会として「大阪造幣局工場見学」を開催しました。
「大阪造幣局工場見学」では、まず動画での貨幣の製造過程の説明があり、その後、実際に
貨幣の製造工程を見学しました。工場見学では貨幣の偽造防止技術の説明を受けながら実際
の工程を見ることで、日本のものづくり技術の卓越性を実感する素晴らしい経験となりまし
た。造幣博物館では、硬貨にまつわる歴史的な資料や過去に発行された記念貨幣、外国の珍
しい記念貨幣などを展示しており、これらを自由に見学することができました。
また、各都道府県ごとに発行されている記念貨幣の展示で富山県の「おわら風の盆」の貨

幣を見たり、体験コーナーで金の延べ棒に触れたり、貨幣を袋詰めした貨幣袋を実際に持ち
上げたことが印象的でした。
青年委員会研修会を通して多くの人たちとの意見交換による交流を深めることができまし

た。参加された方々にはこれらの貴重な経験を自社の労働組合へ持ち帰り、充実したイベン
トの提供につなげていただけたらと思います。
引き続き、青年委員会としても組合員の皆様に満足してもらえるようなイベントを

実施していきますので一人でも多くのご参加を期待しております。

2023年10月28日（土）に電機連合北陸信越ブロックユニオンセミナーが開催されました。事務局地協は昨年から引き
続き石川地協であり、例年同様、富山・石川・長野・福井・新潟の各地協会場をWebで繋ぎ、地協単位での小規模集合型
での開催となりました。
参加人数は5つの地協から88名となり、富山地協からは21名が参加しました。講演内容は、①『「組合活動の道しる

べ」の活用について』②『電機連合のキャリア形成支援の取り組みとリスキリング、副業・兼業に関する情勢について』
③『労働組合と共済活動について』の3つの題目について電機連合より講師の方々から講演を受けました。②の講演では、
最近注目が増している「リスキリング」や「副業・兼業」について、目まぐるしく変化している私たちの働く環境に柔軟
に適応すべく「人材育成」と「働き方」に求められる変化として、労働組合としてもしっかりとサポートをしていく体制
を作っていく必要性があると感じました。
今回のセミナーは、私たちを取り巻く環境に対する電機連合の考え方や課題など様々な事を考え学ぶことができた有意

義な内容でした。また、Webによる開催型式も定着化しており、この様な事からも「働く環境の変化」のスピードの速さ
をあらためて実感するものとなりました。

副議長 大﨑 大輝

青年委員長 入江 仁



編集後記

第62回

私のお気に入り、ハマっていることは「Ｂリーグ観戦」です。娘が小学生の時にミニバ
スに所属していて、地元の富山グラウジーズの選手が練習に数回参加していただいたのが
きっかけでファンになりました。
毎年、選手が入れ替わる中、推し選手のおっかけに日々追われています（笑）今年の富

山グラウジーズの成績はあまり思わしくなく、開幕から連敗続きでしたが、ようやく最近
加入した外国籍選手のおかげで3勝目をあげることができました。後半戦もこの調子で頑
張っていただき、Ｂ１に残留して欲しいです。
皆さんも時間がありましたら、是非「富山グラウジーズ」の試合観戦してみてはいかがで
しょうか。ちなみにＦＰＳ労組では過去に数回、観戦ツアーを企画しました。すごく好評
でしたよ。今年も企画する予定です。みんなで、地元のチームを応援しましょう。

次回のリレーコラムは、北陸電機製造労働組合の安田書記長にお願いします。

富士電機パワーセミコンダクタ労働組合北陸支部 金山 仁美

暮れも押し迫った12月15日（金）に恒例の共済加入推進担当者会議が開催されました。
昨年に引き続き、ゆーとりあ越中でＷＥＢ併用での会議となりました。電機連合福祉共済
センターからは、福祉共済センターねんきん共済担当部長の山上様、田中様、こくみん共済
coop 山崎事務局長、山道部長、鎧富山支所長、田中高岡支所長、三井住友海上火災保険
（株）松田課長、（株）マックス野池推進役にご参加いただき、各加盟労組からは共済窓口
となる書記長、書記をはじめとする推進する立場の役員が参加し、総勢57名での開催となり
ました。
共済センターより、共済制度の現状、2024年の取組方針、加入率40%の意義、三井住友

海上火災保険㈱からは、けんこう共済の制度内容の説明、（株）マックスからは代理店の取
り組みについて説明いただきました。
セミナーでは、MS&ADインターリスク総研㈱ 星川様から「仕事と介護の両立支援」と題

しましてご講演いただきました。介護については、いざ当事者となって慌てるのではなく知
識として持っておられた方がいいと思います。組合員からの相談に対しても対応出来ると思
います。
これからも福祉・共済部会では、組合員にとって有益な制度の勉強や共済の紹介の機会を

設けていきます。2024年も多数のご参加をお願いいたします。

副議長 後藤 肇

2024年がスタートしましたが、「能登半島地震」
により甚大な被害が確認されており、亡くなられた方
にお悔やみを申し上げるとともに、被災された方々に
対し、心よりお見舞いを申し上げます。
一刻も早い復興をお祈りしたいと思います。（大森）


